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私
は
中
吉
田
の
専
業
農
家
の
6

代
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼

い
こ
ろ
は
乳
牛
も
い
ま
し
た
。
そ

の
頃
か
ら
中
吉
田
の
農
家
仲
間
が

話
し
合
い
、
視
察
や
研
究
会
な
ど

を
行
い
、
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。

個
人
選
果
、農
協
出
荷
の
共
同
販

売
で
し
た
。
5
月
下
旬
か
ら
6
月

中
旬
に
か
け
て
、
ト
マ
ト
が
最
盛

期
に
な
り
、
水
稲
の
田
植
え
と
重

な
り
、
仕
事
が
終
わ
る
の
が
夜
12

時
近
く
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
な
る
と
私
も
手
伝
い
を

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
色
々
な
手
伝
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、
一
番
多
か
っ
た
の

は
機
械
を
使
う
水
田
の
耕
起
、
田

植
え
、
稲
刈
り
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
私
は
小
学
4
年
生
か
ら
ト
ラ

ク
タ
ー
を
運
転
し
て
お
り
、
そ
れ

が
今
の
機
械
好
き
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
は
農
業
を
継
ぐ
の
が
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
農

林
高
校
に
進
学
し
、
大
学
は
県
内

の
農
大
も
あ
り
ま
し
た
が
、
島
根

県
か
ら
出
た
か
っ
た
の
で
、
担
任

に
お
願
い
し
て
、
東
京
の
農
林
水

産
省
が
運
営
し
て
い
る
、
農
業
者

大
学
校
に
進
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

そ
の
学
校
は
、日
本
全
国
の
各
県

の
農
業
後
継
者
が
集
ま
る
と
こ
ろ

で
し
た
。
我
が
家
も
あ
る
程
度
の

面
積
が
あ
り
ま
し
た
が
、
話
を
聞

い
て
み
る
と
、
会
社
を
経
営
し
て

い
て
、
億
近
い
収
入
を
上
げ
て
い

る
後
継
者
も
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
3
年
間
、
全
寮
制
で
仲
間
作
り

が
出
来
た
こ
と
は
、
今
で
も
私
の

宝
物
で
す
。
卒
業
後
、学
校
の
ご
厚

意
で
夏
休
み
を
利
用
し
た
ア
メ
リ

カ
農
業
研
修
に
同
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
地
大
学
の
寮
を

利
用
し
て
、
一
週
間
の
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
を
含
む
、
3
週
間
の
研
修

で
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
益
田
に
帰
り
就
農
。私
の

営
農
す
る
中
吉
田
地
区
に
は
、
以

前
か
ら
益
田
道
路
へ
の
接
続
道
路

の
計
画
が
あ
り
、
動
き
出
そ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
の
建
設

を
そ
れ
に
合
わ
せ
て
行
う
か
考
え

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、平
成
3
年
に
台
風
19

号
の
益
田
直
撃
を
受
け
、
ハ
ウ
ス

倒
壊
被
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
ハ
ウ
ス
の
解
体
、

新
設
を
余
儀
な
く
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
数
年
後
に
組
合
施
工
に

よ
る
中
吉
田
平
田
地
区
の
基
盤
整

備
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

農
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
4
車
線

の
道
路
が
通
り
、
宅
地
開
発
が
さ

れ
ま
し
た
。

益
田
川
と
今
市
川
の
側
に
、農
用

地
区
域
が
集
積
さ
れ
た
の
で
、
私

は
中
吉
田
地
域
に
残
り
、
農
業
経

営
を
行
う
選
択
を
し
ま
し
た
。
平

成
17
年
に
は
、
3
連
棟
の
ハ
ウ
ス

を
新
設
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

今
ま
で
は
何
と
か
現
状
維
持
で
、

農
業
経
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
父
が
亡
く
な
り
、
母
も
80
歳
を

超
え
私
と
二
人
で
何
と
か
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

変
化
す
る
農
業

　
　
　
メ
ロ
ン
部
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
大
場
　
尚
俊
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私
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
役
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
ど
う
し

よ
う
か
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
、

益
田
で
メ
ロ
ン
の
Ｉ
タ
ー
ン
就
農

希
望
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
、私
の
ハ
ウ
ス
跡

地
に
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
て
、
独
立

し
て
メ
ロ
ン
栽
培
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
で
き
る
限

り
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
も
今
後
、元
気
で

体
が
動
く
う
ち
は
メ
ロ
ン
を
は
じ

め
野
菜
の
生
産
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
非
農

家
出
身
の
方
が
、
新
規
就
農
で
メ

ロ
ン
栽
培
を
行
い
た
い
と
い
っ
た

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
す
が
、
実
際
に
は
農
地

の
確
保
が
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
行
政
に
も
、
平

地
で
ど
こ
か
農
地
が
な

い
か
相
談
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

私
個
人
の
考
え
で
は
あ

り
ま
す
が
、
益
田
道
路
を

挟
む
、
久
城
、
下
本
郷

の
耕
作
放
棄
地
を
何
と
か
整
備
で

き
な
い
か
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
は
益
田
市
の
東
玄
関
と
し

て
、
重
要
な
地
域
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
基
盤
整
備
を
行
い
、新
規
就

農
者
に
農
地
を
提
供
で
き
れ
ば
、

今
後
の
農
業
の
発
展
、
産
地
維
持

も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
残
念
な

こ
と
に
私
は
、
そ
の
地
域
の
地
権

者
で
は
な
い
の
で
何
も
で
き
ま
せ

ん
。毎

日
我
が
中
吉
田
か
ら
見
る
た

び
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
な
ん

で
も
協
力
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

益
田
市
の
産
業
の
発
展
を
願
う

一
市
民
で
す
。

（
執
筆　

大
場
尚
俊
氏
）

令
和
6
年
11
月
12
日
㈫
に
し
ま

ね
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
の

視
察
研
修
会
が
益
田
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

視
察
場
所
は
種
村
町
に
あ
る

「
株
式
会
社
松
永
牧
場
」
で
、
各

市
町
村
の
農
業
委
員
会
に
所
属

す
る
女
性
協
議
会
の
会
員
が
参

加
し
ま
す
。

視
察
を
行
う
中
で
、
日
頃
の
活

動
内
容
や
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を

意
見
交
換
し
、
今
後
の
農
業
委
員

会
活
動
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

視
察
研
修
会
の
内
容
は
、
令
和

7
年
4
月
発
刊
の
農
業
だ
よ
り

第
52
号
に
て
、
松
永
牧
場
の
紹
介

と
併
せ
て
特
集
す
る
予
定
で
す
。

し
ま
ね
農
業
委
員
会
女
性

協
議
会
視
察
研
修
会
の
開

催
に
つ
い
て
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今
年
も
8
月
〜
10
月
に
か
け

て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
各
地
区

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、市
内
全

域
の
農
地
の
利
用
状
況
を
確
認

す
る
も
の
で
す
。荒
廃
農
地
や
現

況
が
す
で
に
山
林
や
原
野
化
し

て
い
る
農
地
に
つ
い
て
、重
点
的

に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
、調
査
結

果
に
基
づ
い
て
、農
地
利
用
意
向

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、遊
休
化
し
て

い
る
農
地
を
今
後
ど
の
よ
う
に

農
地
利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

利
用
し
て
い
く
の
か
、農
地
所
有

者
の
意
思
を
確
認
し
ま
す
。

　

農
地
の
利
用
意
向
に
つ
い
て

は
、
遊
休
農
地
と
思
わ
れ
る
農

地
所
有
者
の
方
へ
、
12
月
に
意

向
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

お
手
元
に
文
書
が
届
い
た
方
は

ご
記
入
の
う
え
、返
送
を
お
願
い

し
ま
す
。

令和7年4月より農地の貸借手続きが変わります

相続登記が義務化されました

　令和 5年 4月 1日に農業経営基盤強化促進法が一部改正され、令和 7年 3月末で貸し手、借り
手の相対による利用権設定の仕組みが廃止されます。そのことに伴い令和7年4月から農地の貸し
借りを行う場合は次のとおりとなります。

　◎	農地中間管理事業による貸借
	 	貸し手と借り手の間に農地中間管理事業が入って農地を貸借するもの
	 　　しまね農業振興公社（益田市農林水産課　農業担い手支援センタ－内）☎ 31-0312

　◎	農地法第３条の許可申請による貸借
	 農地法に基づき、農業委員会の総会の議決を持って農地を貸借するもの
	 　　益田市農業委員会　☎ 31-0481

　※いずれも借り手の要件等により該当しない場合があります。

　令和６年４月より相続登記の申請が義務化されたことに伴い、農地の貸し借りをする際に、登記
名義人が死亡している場合は、事前に相続人へ登記名義を変更していただきますようお願いしま
す。相続登記の手続きについては、詳しくはお近くの法務局にご相談ください。
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農地転用は許可が必要です
農地転用とは？

農地転用申請をする前にご確認ください！

許可を受けずに無断で農地転用すると？

○農地を住宅、駐車場、資材置場等の用途に変更することです。
○�期間を設けて資材置場や作業道等に利用する場合は一時転用となり、期間終了後は
農地に復元する必要があります。
　（所有農地の転用：農地法第 4条申請　　転用目的の売買や貸借：農地法第 5条申請）

転用を計画されている農地は、農用地区域内にありませんか？
農用地区域とは、市が今後農業上の利用を図るべき区域として農業振興地域整備
計画に定めた区域です。農用地区域内の農地については原則として転用ができま
せん。
農用地区域のことについては、農林水産課へご相談ください。

○�許可を受けずに無断で農地を転用した場合や、事業計画どおりに転用してい
ない場合には、農地法違反となり、工事の中止や原状回復等の命令がなされ
る場合があります。
○�無断で転用すると、3年以下の懲役または 300万（法人の場合は 1億円）以下の罰金の適用
を受ける場合があります。

《例外》
所有する農地に 200㎡未満の農業用施設等を建築する場合は、転用の許可は不要ですが、事前
に届け出が必要です。（農業用施設届）

転用が完了したにも関わらず、登記地目が農地のままになっているケースが多数
見受けられます。速やかに法務局で登記地目の変更を行いましょう。

★各種申請書、届出用紙は、市ホームページに掲載しています。

　〈問い合わせ先〉	 農地転用申請について　農業委員会事務局　☎ 31-0481

	 農用地区域について　　農林水産課　農業振興係　☎ 31-0316

農地転用完了後は地目変更の手続きを！
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ますますおいしいレシピ
～益田の農産物を美味しくいただきましょう～　　レシピ監修・大畑美里

春菊の香り混ぜご飯、切干大根おかか炒め、さつまいものヨ－グルト和えを作ってみましょう。

★作り方
・�切干大根は洗って３分置き、水気を絞る。
　人参はせん切りにする。
・フライパンに油を敷き、切干大根、人参を炒める。
・調味料を加え、１分炒める。
・花かつおをもみながら加え混ぜる。

★作り方
・�さつまいもは皮をむいて 2cm厚さ
に切り水から茹でる。
　熱いうちにつぶす。
・�さつまいもを冷ましてからヨーグルト、マヨネ－ズで和える。

「春菊の香り混ぜご飯」

「さつまいものヨーグルト和え」

★材料  (4 人分 )
　切干大根�……………20g
　人参…………………40g
　花かつお…………… 3g
　油………………大さじ 1
（調味料）
　しょうゆ………大さじ 1
　水………………大さじ１
　酒………………大さじ１
　みりん…………大さじ１

★材料  (4 人分 )
　ご飯�……………… 500g
　春菊……………… 100g
　炒りごま…………… 6g

　ごま油……… 大さじ 2
1 �

　塩…………………… 5g

★材料  (4 人分 )　
　さつまいも�………�200ｇ
　ヨ－グルト…………60ｇ
　マヨネ－ズ…………30ｇ

＊春菊をごま油で炒めることで苦味やえぐみがやわらぎます。
ベ－タ－カロテン、カルシウム、ビタミン B2、ビタミンCが多く含まれ、香りの成分にはせき止めの効果が
あるなど、風邪の予防に役立ちます。
＊切干大根はカルシウムを多く含んでおり、骨を丈夫にしてくれます。
＊	さつまいもは食物繊維が多く含まれ、便秘の解消に役立ちます。また、ビタミンC、カリウムが多く含まれて
います。甘くておやつにもなります。

★作り方
・�春菊の茎は細かく刻み、葉は１cm
幅に切る。
・�フライパンにごま油を熱し、春菊を加えしんなりするまで炒
める。
・�温かいご飯に炒めた春菊、ごま、塩を加え混ぜる。
・�調味料に漬け込む。

「切干大根おかか炒め」
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＊問い合わせ＊　益田市農業委員会事務局　☎31-0481
　　　　　　　　JAしまね　西いわみ地区本部金融部　☎22-8680

☆	終身年金です。仮に80歳前に亡くなられた場合でも死亡一時金がご遺族に支払
われます。

☆	保険料はご家族の分も含め全額社会保険料控除の対象になります。

☆保険料の額は自由（月額２万円～６万７千円）に決められます。
　※ �35 歳未満で認定農業者に該当しない等一定の要件を満たす方は月額１万円から通常

加入できます。

☆少子高齢化時代に強い積立方式・確定拠出型の年金です。

☆�認定農業者など一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります。
　※月額最大 1万円

国が支える老後の安心のために農業者のための

安心して入れるメリットの大きい年金です。

「農　業　者　年　金」 に加入しましょう !!

農業委員会では農業者年金の加入後のシミュレーションを行うことができます。
お気軽にお問い合わせください。

加入条件は
　①国民年金の第１号保険者
　　※国民年金の保険料納付免除者を除く

　②年間 60日以上農業に従事する
　③ 60歳未満の方ならどなたでも加入できます。
　		さらに年間 60日以上農業に従事する 60歳以上 65歳未満
　		の国民年金の任意加入者も加入できます。
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農
業
で
一
番
の
や
り
が
い

　

外
で
作
業
す
る
こ
と
の
多
い
農
業

は
、
暑
さ
寒
さ
な
ど
厳
し
さ
も
あ
り

ま
す
が
、
一
番
の
や
り
が
い
は
、
自

然
の
中
で
自
分
の
手
で
土
づ
く
り
か

ら
、
種
ま
き
、
草
刈
り
、
害
虫
予
防
、

そ
し
て
施
肥
、
収
穫
ま
で
そ
の
成
長

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

時
間
を
か
け
て
育
て
た
作
物
を
消

費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
癒

し
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
自
然
と
と
も
に
生
活

す
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
も
大
き
な

魅
力
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

★ 

編 

集 

委 

員 

★

	

委	

員	

長	

大
畑　

	

美
里

	

副
委
員
長	

谷
本　

	

大
輔

	

委　
　

員	

吉
村　

	

太

	
	

佐
原　

	

晃
子

	
	

増
野　

	

六
彦

	
	

澤
江　

	

浩
一

	
	

山
根　

	

健
治

	
	

青
木　

	

伸
爾

	
	

長
谷
川	

孝
明

	
	

宮
内　

	

英
之

	
	

寺
戸	

豊
太
郎

	
	

渡
邉　

	

豊
孝

「　全　国　農　業　新　聞　」
注目される農業技術・政策の他、くらしや健康を考える記事が満載。さらに、地域の元気で
特色のある話題や地域独自のイベント情報等の提供に努めています。

●発行日　毎週金曜日　　　●購読料　月額700円（送料、税込み）　
●発行所　全国農業会議所

☆お申込みは、農業委員会事務局（☎ 31-0481）まで。

購読してみませんか ≪ 経営・くらしに役立つ情報満載の農業専門誌 ≫

～
　
編
　
集
　
後
　
記
　
～

新
し
い
農
業
委
員
・

　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介

担当地区：美都（都茂・山本・久原） 担当地区：高城
塩満　文雄 松本　幸夫

農業委員の欠員補充として、令和6年
3月26日より、松本幸夫氏が任命され
ました。

農地利用最適化推進委員の欠員補充
として、令和 6年 8月 27日より塩満
文雄氏が委嘱されました。

農業委員・農地利用最適化推進委員の担当地区は、益田市ウェブサイト /農業委員会 /益田市農業委
員会の委員・農地利用最適化推進委員担当地区一覧 /に掲載しておりますので、ご確認いただくか、
農業委員会事務局（☎ 31-0481）までお問い合わせください。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員


